
除菌・消臭剤

車の除菌・消臭に
幅広く活躍しています。



ハイクロＭとは・・・
安全で効果の高い弱酸性の除菌・消臭剤です。
その原料は、食品添加物の次亜塩素酸ナトリウム（NaCIO）と希塩酸（HCl）を、水道水中の重金
属・シリカ等の不純物を逆浸透膜処理装置（ROろ過装置）で取り除いた水で、希釈混合して作られ
た とてもピュアな除菌・消臭剤です。

①高い除菌・消臭力
ノロウィルス・O157・緑膿菌・結核菌を始め、食中毒や集団感染を起こすウイルスや菌を
強力な除菌力で不活化させます。

②除菌速度
次亜塩素酸イオンの約80倍の除菌速度を有し、次亜塩素酸ナトリウムの約4倍～8倍の
除菌力が実証されています。



ハイクロＭは、人体に無害、
だから安心・安全

●ハイクロＭは、有機物に触れると瞬時に反応し、微量の塩分を含んだ水になりますので、
安心してお使い頂けます。

●ハイクロＭは、お肌のpH値と同じ弱酸性なので手荒れや炎症を殆ど起こしません。

●ハイクロＭの主成分は次亜塩素酸（HOCl）です。この次亜塩素酸（HOCl）は、
あらゆる菌やウイルスに対して高い除菌効果を発揮し、耐性菌を作りません。
従来が、場所や用途に合わせて種々の薬剤を使い分けていましたが、ハイクロＭで
施設内の除菌・消臭対策を一元化する事により大幅な薬剤のコストダウンがはかれます。



安全性について

それぞれの試験において安全性が確認されています。

＊皮膚刺激性試験(ラット及びウサギ） ※１ ※３
＊眼刺激性試験(ラット及びウサギ） ※１ ※３

＊経口投与試験(ラット）※１ ※３
＊噴霧吸入試験(ラット、3ヶ月、血液一般・生物学値）※２

すべてにおいて異常なし

※１ 於：岡山大学医学部附属動物実験施設及び、歯学部小児歯科講座

※２ ラットにおける噴霧弱酸性次亜塩素酸水吸入による血液及び生化学値に及ぼす影響

実験動物と環境１１（１）．４２－４７、２００３ (生成器メーカーHSPより引用)

※３ 日本食品分析センターにて新たに検査を実施する（２０１４．８．０５）



老健・介護施設等では、こんな所で使われます。

施設内の清掃に！

清掃用の水を、ハイクロＭに換えるだけで除菌・
消臭を同時に行えます。
ドアノブや取っ手等にはハンドスプレーで直接ハ
イクロＭをかけて、タオル等で拭くだけで簡単に
除菌が行えます。清掃後、モップやタオル等をハ
イクロＭに浸けておくと雑菌の繁殖を抑え、悪臭
を防止出来ます。

汚物処理室の消臭に！

汚物処理室にハイクロＭを超音波噴霧器で噴霧
する事で、オムツ等から出るアンモニア臭を分解
し、消臭します。

洗濯のすすぎの後に水を溜め、ハイクロＭを入
れ漬けておくと衣類も除菌・消臭が出来ます。

浴室内の除菌・消臭に！

ハイクロＭを介護用機器の洗浄後、上からかけ
て頂ければ、除菌が簡単に出来ます。
浴室の清掃後にもハイクロＭをかけておくと、除
菌・消臭が出来ます。レジオネラ菌対策として威
力を発揮します。

車イス、リハビリ器具の除菌に！

施設内を自由に動く車イスは、場合によっては感染
源になる恐れがあります。
例えば、嘔吐した後の処理が不十分だった場合に
その上を車イスが通ると、タイヤに菌やウイルスが
付着し、施設全体に菌を撒き散らしてしまいます。
ハイクロＭをハンドスプレーで噴霧する事により簡
単に除菌が出来ます。

厨房の除菌・消臭に！

アルコールでのノロウイルスには効果があり
ません。食中毒・ノロウイルス対策には、アル
コールの替わりに、ハイクロＭをお使い下さ
い。
また浮遊菌・落下菌対策には、超音波噴霧
器をご利用下さい。

空間除菌・消臭に！

高齢者の多い施設内の空気感染予防には、
ハイクロＭを超音波噴霧器で噴霧する事で
空気中の浮遊菌・落下菌を除菌し、同時に消
臭も行えます。



ウイルス対策では、こんな所で使われています。

市町村の危機管理室で

平成21年に世界的に発生した新型インフルエン
ザ、パンデミックを起こし日本国内でもマスクが
売り切れになり、多くの学校が学校閉鎖や学年
閉鎖になった事は、記憶に新しい所です。
その対策として、ハイクロＭを使って小・中学校
の教・職員室で数多くお使い頂いています。

予備校・学習塾では

生徒さんや受験生を新型ウイルスの感染から予
防し、健康管理にお使い頂けます。
他の予備校、学習塾との差別化にもつながりま
す。

幼稚園・保育園では

小さな子供は、おもちゃを口に入れてしまいます。
それが原因で、病気が染ったりしますので、子供
たちのおもちゃにもハンドスプレーで噴霧し、い
つも清潔に保って下さい。
トイレの便器や掃除用の器具の除菌やトイレの
消臭にも使えます。園児の送迎バス内に噴霧す
る事により、バスの空間除菌が可能です。

乗用車・タクシー内の除菌・消臭

乗用車の場合は、車内のタバコ・汗・ペット・食べ
物といった物の臭いを消臭します。
タクシーの場合は、車内でハイクロＭを噴霧する
事により、新型インフルエンザ対策のもお使い頂
けます。

観光・長距離バス内の除菌・消臭

観光バスや、長距離バス等では、長時間密室の
状態で目的地まで移動します。その車内にハイ
クロＭを噴霧することにより、安全で衛生的な空
間を作る事が出来ます。

詳細は、空間除菌を導入するバス会社の声を
参考にして下さい。



「次亜塩素酸ナトリウム」と「次亜塩素酸水溶液」
の違いについて

（※「次亜塩素酸水溶液」と従来から使用されている「次亜塩素酸ナトリウム」との比較）

次亜塩素酸水溶液



使用方法について

① 本製品は、従来の強アルカリ性の次亜塩素酸ナトリウムと同等以上の除菌効果がありますので、
菌（大腸菌やサルモネラ菌等）はもちろんウイルス（ノロウイルス／インフルエンザウイルス）にも
効果があります。

② 本製品には、希釈せずにそのままご使用するタイプと希釈して使うタイプの２種類があります。

③ 弱酸性で人皮膚にもやさしいので、アトピー性皮膚炎等の方でも安心してご使用可能です。
アルコールより刺激が少ないです。

④ 衣類の消毒で使用しても、漂白しません。

⑤ 食材（野菜や果物）の消毒も可能です。食材に使用しても変色や臭いも残りませんが、
食材等へ使用した場合は念のため、流水で洗浄して下さい。

⑥ 従来、アルコールで消毒していた時と同じ使い方が可能です。調理器具はもちろん、手指の消毒、
トイレ、コンテナ、車等の消毒が可能です。

⑦ トイレ等で使用する際は噴霧後、一度拭きして下さい。

⑧ 製品製造後の使用期限は約４ヶ月間です。

⑨ 遮光されていないスプレー容器等へ小分けする際は、約２週間程度で使いきれる量を入れて
使用して下さい。遮光容器スプレーであれば４ヶ月間。



次亜塩素酸水溶液の使用濃度

1. 医療・介護 器具・食器 50～100ｐｐｍ （煮沸）
ベッド 50～100ｐｐｍ （噴霧）
病室・待合室 50～80ｐｐｍ （細霧）
床・壁・テーブル 100～150ｐｐｍ （洗浄）
風呂 5～10ｐｐｍ （希釈）

2. 農業 ハウス 50～80ｐｐｍ （細霧）
野菜の洗浄・鮮度保持 100～200ｐｐｍ （浸漬）

3. 畜産 畜舎（養豚・採卵鶏・ブロイラー肥育） 50～80ｐｐｍ （細霧）
GPセンター（卵殻殺菌） 100ｐｐｍ （洗浄）

（加工室） 50～80ｐｐｍ （細霧）
屠場（屠体洗浄） 100ｐｐｍ （噴霧）
機器 50～100ｐｐｍ （洗浄）

4. 水産 鮮魚・貝の鮮度保持 50～100ｐｐｍ （浸漬）
水産加工 50～100ｐｐｍ （洗浄）

5. 食品 加工室 50～80ｐｐｍ （細霧）
機器 50～100ｐｐｍ （洗浄）

6. ホテル・レストラン 室内消臭 50～100ｐｐｍ （噴霧）
7. 家庭 ペット 体臭・トイレ 100～200ｐｐｍ （噴霧）

生ごみ 100～200ｐｐｍ （噴霧）
手指消毒 50～100ｐｐｍ （噴霧）
空間噴霧 30～60ｐｐｍ （噴霧）

※｢次亜塩素酸水溶液｣を使用する際は、指定内の濃度に管理することが大切です



学校給食センターにて、次亜塩素酸水溶液を使用して細菌検査を実施



細菌検査結果
次亜塩素酸水溶液を使用した箇所からは細菌は検出されませんでした

※②レーンの２槽目で「次亜塩素酸水溶液 ハイクロМ」をシンクに溜めて使用

※次亜塩素酸水溶液使用後における、変色及び残留塩素臭気は確認されなかった

＜判定基準＞

一般細菌 大腸菌群・黄色ブドウ球菌・サルモネラ菌

■ ０個 Ａ：清潔 ■ ０個 ：合格

■ １個～９個 Ｂ：ごく軽度の汚染 ■ １個以上 ：不合格

■ １０個～２９個 Ｃ：軽度の汚染

■ ３０個～１００個 Ｄ：中程度の汚染

■ １０１個以上 Ｅ：やや重度の汚染

■ 一面 Ｆ：重度の汚染

次亜塩素酸水溶液 次亜塩素酸水溶液



ウイルスに対する不活化

下記の表は次亜塩素酸水溶液によるウイルスの不活化試験データです。

試験ウイルス 開始時 15秒後 30秒後 60秒後

ネコカリシウイルス 7.8 <1.5 <1.5 <1.5

アデノウイルス 8.0 <1.5 <1.5 <1.5

ヒトインフルエンザウイルス 7.3 <1.5 <1.5 <1.5

花粉症の原因の一つであるスギアレルゲン、ぜんそくなどのアレルギー症状の主な原因となっている

ダニアレルゲンに対しても不活化効果が実証されました。 ※日本食品分析センター

※ネコカリシウイルスは、細胞培養が不可能なノロウイルスの代替ウイルスとして広く使用されている。

単位：Log TCID50/ml

※日本食品分析センター



1.次亜塩素酸ソーダを水で希釈すると
NaCℓO  +  H2O  →  HOCℓ  +  NaOH（次亜塩素酸ソーダ +  水 →  次亜塩素酸 +  水酸化ナトリウム）

2.pH調整のために塩酸を加えると
HOCℓ  +  NaOH  +  HCℓ  →  HOCℓ  +  NaCℓ  +  H2O
（次亜塩素酸 +  水酸化ナトリウム +塩酸 →  次亜塩素酸 +  塩化ナトリウム +  水）

3.上式で得られたHOCℓ（次亜塩素酸）を有効に活用することで消臭を行う。

4.悪臭物質とｎその消臭反応
1）アンモニア NH3

NH3 +  HOCℓ  →  NH2Cℓ + H2O （アンモニア +  次亜塩素酸 →  モノクロラミン +  水）
モノクロラミンはアルカリ下で窒素ガス（N2）化する

2NH2Cℓ  +  OH⁻ →  N2 +  HOCℓ  +  4H⁺ +  Cℓ⁻
（モノクロラミン +  アルカリ →  窒素ガス +  次亜塩素酸 +  塩酸）

生成した窒素ガスは空中へ逃げて行き、次亜塩素酸は酸化剤として再利用される。
塩酸は次亜塩素酸ソーダから発生した水酸化ナトリウムと中和して、水と食塩になる。全体の反応をまとめると

2NH3 +  3NaCℓO  →  N2 +  3NaCℓ  +  3H2O
となり、アルカリ性のアンモニアは次亜塩素酸と反応して、中性の窒素ガスと食塩水ができる。

2）トリメチルアミン (CH3)3N
3）硫化水素 H2S
4）メチルメルカプタン CH3SH
これらの悪臭物質は腐敗菌が産出するもので、すべて還元物質である。
次亜塩素酸水溶液はこれらと容易に結合し酸化分解して、臭わない酸化性低分子化合物に変化させる。

消臭のメカニズム


